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安全なまちづくり県民運動（8/1） 

  環境・安全部会では「夏の安全なまちづくり県民運動」の期間中に、知多警察署、知多市役所の協力を

得て、安心・安全なまちづくりの啓蒙活動を行いました。 

ふるさと検定 八幡塾≪探訪考証編≫ 

法
海
寺
は
八
幡
の
全
住
民
に
よ
っ
て
 

 
 
 
 
 
 
お
守
り
し
て
い
ま
す
 

墨書1（仁王門） 墨書2（仁王尊像） 

大般若経第六百巻奥書 人骨出土状態 應
永
三
年
十
二
月
十
五
日
 

 
 
 
 
 
於
尾
州
智
多
郡
 

 
額
石
保
法
海
寺
理
性
房
書
写
畢
 

 
 
 
 
 
 
禿
筆
金
剛
資
定
叡
 

弥
生
時
代
の
人
骨
三
体
が
確
認

さ
れ
た
（

下
の
写
真
右
）
。

同

時
に
白
鳳
・
奈
良
・
平
安
時
代

前
葉
（

七
世
紀
後
半
～

十
世
紀

前
半
）

の
古
瓦
も
多
数
出
土
し

た
こ
と
か
ら
儀
軌
の
創
建
年
代

が
裏
付
け
ら
れ
た
。

　
法
海
寺
の
寺
名
が
記
録
に
初

め
て
登
場
す
る
の
は
、

應
永
三

（

一
三
九
六
）

年
ま
で
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

佐
布
里
の

雨
宝
山
如
意
寺
が
所
蔵
す
る
大

般
若
経
第
六
百
巻
の
奥
書
に

「

於
尾
州
智
多
郡
額
石
保
法
海

寺
理
性
房
書
写
畢
禿
筆
金
剛
資

定
叡
」

と
記
さ
れ
て
い
る
（

下

の
写
真
左
）
。

保
と
い
う
の
は

民
家
の
集
ま
っ

た
一
区
域
を
さ

し
て
お
り
、

額
石
保
と
い
う
地

名
が
の
ち
の
寺
本
四
ヵ

村
の
全

域
を
さ
し
て
い
る
の
か
、

法
海

寺
付
近
の
一
区
画
の
み
を
さ
し

て
い
る
の
か
は
定
か
で
な
い
。

　
平
成
二
二
年
に
三
四
四
年
ぶ

り
の
全
面
解
体
修
復
し
た
仁
王

門
・
仁
王
尊
像
か
ら
、

制
作
年

代
寛
文
六
（

一
六
六
六
）

年
を

裏
付
け
る
墨
書
が
発
見
さ
れ

（

写
真
上
）
、

法
海
寺
の
歴
史

を
検
証
す
る
新
た
な
一
頁
が
付

け
加
え
ら
れ
た
。

　
法
海
寺
の
歴
史
を
語
る
う
え

で
欠
か
せ
な
い
の
が
「

薬
王
山

法
海
寺
儀
軌
」

で
は
あ
る
が
、

当
寺
の
創
建
が
天
智
天
皇
の
七

（

六
六
八
）

年
と
著
述
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、

こ
の
儀
軌
が
著

作
さ
れ
た
の
は
創
建
か
ら
七
七

六
年
後
の
文
安
元
（

一
四
四

四
）

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

記

述
内
容
の
信
憑
性
に
疑
念
を
抱

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　
昭
和
四
八
年
の
秋
、

境
内
に

知
多
市
福
祉
会
館
を
建
設
す
る

に
あ
た
り
発
掘
調
査
を
し
た
と

こ
ろ
、

弥
生
文
化
と
い
わ
れ
る

約
二
千
年
前
の
集
落
が
立
地
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
、

平
成
三

年
の
秋
に
は
、

本
堂
再
建
に
先

立
ち
直
下
の
発
掘
調
査
よ
っ

て
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